
北の里浜 花のかけはしネットワーク

（特非）　たてやま・海辺の鑑定団

東日本大震災被災地における地域のレジリエ
ンス向上を目指した海浜植物群落の再生と環
境・防災学習・地域交流ネットワーク形成

南房総館山沖ノ島の海辺を「守り」「伝え
る」ための仕組み強化による環境保全･再生
の普及啓発活動と実践活動

育てた海浜植物の数量2,000 株
植栽活動に参加した
人数 150 人

今年度計画の達成度 85 ％

目標達成度 60 ％
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活動内容と成果
海浜植物のレスキュー活動で集めていた種子より北
海道内で市民や企業、地域との活動にて約2,000株を
育苗し、宮城県などの海岸に約1,500株を現地3か所
の適地及び近隣仮植地への移植を、双方の市民延べ
150人で行った。例年行っている6月の仙台では植栽
交流会とフォーラムは開催できなかったものの、
WEB上で行うことによりこれまでより多くの地域
からの活動報告を聞く機会となり交流することがで
きた。その様子を映像として保存することもでき、今
後の活動に向けた新たな取組み方法を見つけること
ができた。

活動内容と成果
仕組み強化：新型コロナウイルス禍で沖ノ島が閉鎖と
なってしまったが、身近な無人島猿島への視察を6人で
行った。
普及啓発：沖ノ島は閉鎖ではあったがシンボルマーク
を活用したツール（Tシャツ・ガイドブック）開発を
行った。臨機応変な対応により近隣の大賀海岸で活動
を行い156人が参加した。感染症対策を実施した上、里
海博2020を開催し236人（オンライン含む）が参加し
た。
実践活動：アマモ場再生と同時に、NPO連携により森
の再生活動に着手、新型コロナウイルス禍ではあった
が、地元消防団、ボランティア、高校生など延べ約365
人の協力を得た。

課　題
被災地では時間の経過による風化に対し、状況の改善
が必要で、震災から8年が経過する中、継続的な活動と
定着させていくため地域での担い手の発掘・技術移転
が求められる。

目　標
地域との連携で継続性を担保しつつ、海浜植生の保全・復元
活動を続けることで、環境教育＋防災教育が定着し、海辺の
生態系保全と防災への意識を維持していけるようになる。

課　題
沖ノ島では、特に夏季の来訪者によるマナーやゴミ問
題、一方台風などによるアマモ場の減少、森の倒木、「環
境保全･再生」と「活用」の「仕組み強化」が課題となっ
ている。

目　標
沖ノ島の保全・再生と活用を両立する。「普及啓発活動」
により「大切さ」を共有し、持続可能な「仕組み」、常に管
理ができる体制を構築し、自然環境を次世代に継承する。

〒064-0808
北海道札幌市中央区南8条西
2丁目5-74 市民活動プラザ星園
405 手稲さと川探検隊内
HP：https://hamahirugao.jimdo.com/

〒294-0034
千葉県館山市沼979番地
電話：0470-24-7088
E-mail：info@umikan.jp
HP：http://umikan.jp/

苦労した点と工夫した点
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■苦労した点
被災地においての活動の主体となる
町内会やNPOなどとのネットワー
クの構築や関係づくりを持続的に
行っていくこと。

■工夫した点
想いを色褪せないものとするため、
そして学び合いや心のふれあいを目
的として双方の市民による交流会を
併せて実施した。

■苦労した点
台風に引き続き、新型コロナウイル
ス禍となり、多くの活動が思うよう
にできなかったが、森の再生活動で
は、改善が進み成果が上がった。

■工夫した点
新型コロナウイルス禍で、沖ノ島が
閉鎖となり、普及啓発ができない状
況であったが、映像コンテンツに作
成を切り替え着手することができた。

構築されたネットワークをもとに、各々の地域の学校や活動団体との協働を進め、
自主的な活動となるように進めていく。また本活動で得られた成果をもとにモデ
ルとなるようなツール作りを目指していく。

沖ノ島の森の再生には少なくとも50年かかると考えている。それは未来の森里川
海の繋がりを考えるきっかけとなる。また、目標に近づくことは地域循環共生圏
（ローカルSDGs）に資する活動となる可能性がある。

今後の
展望

今後の
展望

10月の岡田小との植栽活動の様子10月の岡田小との植栽活動の様子

沖ノ島森の再生活動での集合写真沖ノ島森の再生活動での集合写真

札幌市内での企業・団体との苗づ札幌市内での企業・団体との苗づ
くり活動くり活動

沖ノ島宇賀明神のご神木の倒木更沖ノ島宇賀明神のご神木の倒木更
新の様子新の様子

森の再生に着手した
面積 3,000 ㎡

里海博2020参加人数 236 人

今年度計画の達成度 60 ％

目標達成度 55 ％
 千葉県館山市

 北海道、宮城県、岩手県


